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藤
原
京
と
『
周
礼
』
王
城
プ
ラ
ン 

                       

中 

村 

太 

一 
 

は 

じ 

め 

に 

 

一
九
九
六
年
春
、
奈
良
県
橿
原
市
の
土
橋
遺
跡
で
、
藤
原
京
の
西
京
極

を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
街
路
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
想
定

京
域
外
で
条
坊
遺
構
な
ど
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
通
説
的
な
岸
俊
男

氏
の
見
解
を
見
直
す
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
発
掘
で
そ

れ
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 

 

ま
た
、
秋
山
日
出
雄
、
千
田
稔
、
阿
部
義
平
、
押
部
佳
周
の
各
氏
に
よ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
大
藤
原
京
の
条
坊
復
原
案
が
示
さ
れ
て
き
た
（
図
１
）。

し
か
し
、
こ
の
土
橋
遺
跡
は
諸
復
原
案
の
さ
ら
に
外
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
条
坊
復
原
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
土
橋
遺
跡
の
調
査
成
果
を
承
け
て
従
来
の
説
と
は

異
な
る
条
坊
復
原
案
を
提
示
し
、
特
に
プ
ラ
ン
の
源
流
と
そ
の
意
義
な
ど

に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。 

 

 
 
 

一 

京
域
の
推
定 

 

土
橋
遺
跡
で
は
、
第
３
ト
レ
ン
チ
で
東
西
方
向
の
Ｘ
条
大
路
（
現
場
で

は
「
北
四
条
大
路
」
と
し
て
い
る
）
と
南
北
方
向
の
Ｙ
坊
大
路
（
現
場
で

は
「
西
十
坊
大
路
」）
の
Ｔ
字
型
交
差
点
等
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

両
大
路
と
も
、
側
溝
心
々
距
離
で
約
一
七
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
有
す
る
。 

 

こ
の
遺
跡
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｙ
坊
大
路
が
藤
原
京
の
西
京
極

と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｘ
条
大
路
が
Ｙ
坊
大
路
以
西
に
は

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
Ｙ
坊
大
路
は
、
藤
原
宮
南
北
中
軸
線
か
ら
西
五
里
の
地
点
に
位
置

し
、
岸
説
よ
り
三
里
、
大
藤
原
京
諸
説
よ
り
一
里
、
京
域
が
西
に
拡
が
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
般
に
都
城
は
宮
を
挟
ん
で
東
西
対
称
に
な
る

の
で
、
左
京
も
藤
原
宮
の
東
五
里
ま
で
範
囲
が
拡
が
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
藤
原
京
は
東
西
十
里
の
幅
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
土
橋
遺
跡
の
Ｙ
坊
大
路
が
Ｘ
条
大
路
か

ら
さ
ら
に
北
に
延
び
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
京
域
は
土
橋
遺

跡
か
ら
少
な
く
と
も
一
条
分
は
北
に
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者

は
、
土
橋
遺
跡
の
Ｘ
条
大
路
か
ら
北
一
里
に
当
た
る
東
西
ラ
イ
ン
を
想
定

し
、
こ
れ
を
北
京
極
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
ラ
イ
ン
が
藤
原
宮
東

西
中
軸
線
か
ら
北
五
里
の
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
北
京
極

も
、
東
西
京
極
と
同
様
に
、
藤
原
宮
中
心
点
か
ら
五
里
の
位
置
に
設
定
さ

れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
こ
の
北
京
極
ラ
イ
ン
は
、
秋
山
・
阿
部
・
押
部
各
氏
の
復
原
案

と
一
致
す
る
。
な
か
で
も
秋
山
氏
は
、
こ
の
ラ
イ
ン
以
北
で
は
古
墳
が
残 

（
１
） 

（
２
）

（
３
） 

（
４
） 

（
５
） 

（
６
） 
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図１ 大藤原京比較図 
(註(10)文献所収の図２に加筆) 
ABCD＝岸俊男説、EFGH＝秋山日出雄説、EFIJ＝阿部義平・押部佳周説、 
KLMN＝千田稔説 
ただし阿部説は、九条以北の条坊施行部分と、以南の条坊のない部分に分かれる。 
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存
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
以
南
で
は
認
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
奈
良

時
代
頃
に
崩
さ
れ
た
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
東
・
西
・
北
京
極
ラ
イ
ン
は
、
発
掘
を
担
当
し
た
橿
原

市
教
育
委
員
会
が
全
く
同
様
な
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
異
な
る
の
は
南

京
極
ラ
イ
ン
の
考
え
方
で
あ
り
、
橿
原
市
教
委
が
藤
原
宮
東
西
中
軸
線
か

ら
南
四
里
に
位
置
す
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
筆
者
は
南
京
極
も
ま

た
中
軸
線
か
ら
五
里
の
ラ
イ
ン
に
設
定
さ
れ
た
と
考
え
る
。 

 

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
私
案
の
南
京
極
ラ
イ
ン
が
成
り
立
ち
う
る
か
、
現

段
階
に
お
け
る
知
見
を
述
べ
て
み
た
い
。 

 

第
一
に
、
朱
雀
大
路
が
岸
説
よ
り
も
南
へ
延
び
る
可
能
性
が
あ
る
。
図

３
の
Ａ
―
Ｂ
は
小
字
界
、
Ｂ
―
Ｃ
―
Ｄ
―
Ｅ
は
橿
原
市
と
明
日
香
村
の
境

界
線
で
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
朱
雀
大
路
の
延
長
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
境
界

線
は
、
阿
部
氏
が
左
右
京
の
境
界
痕
跡
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
古
代
道
路
が
現
境
界
線
と
し
て
痕
跡
を
残
す
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
丘
陵
部
を
除
く
Ａ
―
Ｂ
―
Ｃ
、
Ｄ
―
Ｅ
が
朱
雀
大
路
な
い
し
そ
の
延

長
の
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
並
行
す
る

Ｆ
―
Ｇ
、
Ｈ
―
Ｉ
、
Ｊ
―
Ｋ
な
ど
の
小
字
・
地
割
界
が
認
め
ら
れ
る
。
両

者
の
幅
は
二
〇
〜
三
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
側
溝
を
含
む
朱
雀
大
路
の
幅
と

し
て
適
当
な
も
の
と
い
え
る
。
Ｅ
地
点
で
丘
陵
に
ぶ
つ
か
り
終
わ
っ
て
し

ま
う
点
は
問
題
だ
が
、
多
摩
市
打
越
山
遺
跡
の
道
路
状
遺
構
の
よ
う
に
丘

陵
を
直
登
し
た
古
代
道
路
の
事
例
も
あ
る
。 

 

第
二
に
、
見
瀬
丸
山
古
墳
と
の
関
係
で
あ
る
。
丸
山
古
墳
は
、
前
方
部

の
崩
壊
が
著
し
い
。
そ
し
て
、
特
に
北
端
部
の
崩
壊
の
仕
方
が
想
定
京
極

ラ
イ
ン
と
関
連
性
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
図
４
）。
都
城
の
建
設
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
古
墳
が
存
在
す
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。 

  

第
三
に
、
想
定
京
極
ラ
イ
ン
と
朱
雀
大
路
延
長
ラ
イ
ン
の
交
点
付
近
に

「
五
条
野
」
と
い
う
地
名
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
の
復
原
案
が

成
り
立
ち
、
数
詞
に
よ
る
条
坊
呼
称
が
存
在
し
た
な
ら
ば
、
藤
原
京
で
は

南
北
に
分
け
て
「
北
（
南
）
○
条
大
路
」
と
呼
称
し
た
可
能
性
が
高
い
。

な
ぜ
な
ら
、
数
詞
に
よ
る
条
坊
呼
称
は
、
居
住
地
に
よ
る
天
皇
と
の
遠
近

関
係
を
表
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
想
定
南
京
極
は

条
大
路
」
に
な
り
、
そ
の
付
近
に
「
五
条
野
」
が
所
在
す
る
の
で

 

以
上
の
点
か
ら
筆
者
は
、
南
京
極
も
藤
原
宮
中
心
点
か
ら
南
五

イ
ン
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
藤
原
京
域
は
、

を
中
心
に
置
い
た
、
東
西
・
南
北
と
も
一
〇
里
の
長
さ
を
持
つ
正
方
形
の

プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
想
定
に
な
る
。 

（
７
） 

図２ 
土橋遺跡第３トレンチ遺構配置図 
(註(１)文献添付図の一部を加筆・修正) 
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二 

条
坊
の
復
原 

―
「
坊
令
十
二
人
」
に
つ
い
て
― 

  

次
に
、
前
節
で
推
定
し
た
京
域
を
基
に
、
ど
の
よ
う
な
条
坊
が
施
行
さ

れ
て
い
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

平
城
京
以
降
の
日
本
の
都
城
は
、
街
路
の
敷
地
を
含
む
か
否
か
と
い
う

点
で
長
岡
京
を
画
期
と
す
る
相
違
が
あ
る
が
、
一
坊
の
面
積
＝
一
里
四
方

（
一
六
町
）と
い
う
の
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
岸
氏
は
、

藤
原
京
の
場
合
は
一
坊
の
面
積
が
二
分
の
一
里
四
方
（
四
町
）
で
あ
っ
た

と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
職
員
令
に
見
え
る
「
坊
令
十
二
人
」
の
配

置
を
勘
案
し
、
想
定
京
域
内
で
一
二
条
×
八
坊
の
条
坊
プ
ラ
ン
を
復
原
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
史
料
１
）『
養
老
職
員
令
』
左
京
職
条 

 
 

左
京
職 

右
京
職
准
此
。
管
一
司
。 

図３ 朱雀大路の痕跡 
(橿原考古学考古学研究所『大和国
条里復原図』No.88の一部に加筆） 

図４ 見瀬丸山古墳と南京極の関係 
(橿原考古学考古学研究所『大和国条里復原図』
No.87の一部に加筆) 
「
南
五

あ
る
。 

里
の
ラ

藤
原
宮
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大
夫
一
人
。（
中
略
）
亮
一
人
。
大
進
一
人
。
少
進
二
人
。
大
属
一
人
。

少
属
二
人
。
坊
令
十
二
人
。
使
部

人
。
直
丁
二
人
。 

 

（
史
料
２
）『
養
老
戸
令
』
置
坊
長
条 

 
 

凡
京
毎
坊
置
長
一
人
。
四
坊
置
令
一
人
。（
後
略
） 

  

す
な
わ
ち
、 

 
 

12
×
８
＝
96
（
総
坊
数
） 

    

96
÷
２
＝
48
（
左
右
京
別
坊
数
） 

    

48
÷
４
＝
12
（
左
右
京
別
坊
令
人
数
） 

と
い
う
計
算
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
の
発
掘
成
果
等
か
ら
井
上
和
人
氏
が
条
坊
道
路
の
規

模
に
つ
い
て
整
理
し
、
岸
説
の
一
般
大
路
に
は
広
狭
の
二
者
が
あ
り
、
奇

数
条
坊
大
路
は
偶
数
条
坊
大
路
よ
り
狭
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ

し
て
阿
部
氏
は
、
井
上
説
を
承
け
て
条
坊
道
路
の
幅
員
を
再
整
理
し
、
岸

説
の
偶
数
条
坊
道
路
が
大
路
、
奇
数
条
坊
道
路
が
条
間
・
坊
間
小
路
に
当

た
る
と
し
た
。押
部
氏
も
、阿
部
氏
と
ほ
ぼ
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
説
に
よ
る
と
、
一
坊
の
面
積
が
一
里
四
方
と
な
り
、
平
城
京
と

同
じ
規
模
に
な
る
。 

 

筆
者
も
、
一
坊
の
面
積
を
阿
部
・
押
部
説
と
同
様
に
考
え
た
い
。
な
ぜ

な
ら
、
条
坊
道
路
の
幅
員
の
問
題
と
と
も
に
、
先
の
「
坊
令
十
二
人
」
の

記
事
が
復
原
私
案
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

実
は
岸
氏
の
計
算
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
坊
数
の
中
に
藤
原
宮

域
（
岸
説
で
は
十
六
坊
分
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
宮
域

分
を
除
い
た
坊
数
は
八
〇
坊
で
あ
り
、
先
と
同
様
な
計
算
で
求
め
ら
れ
る

坊
令
人
数
は
一
〇
人
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
京
域
復
原
私
案
を
基
に
、
一
坊
の
面
積
＝
一
里
四
方
と
考
え
て

条
坊
を
推
定
す
る
と
、
一
〇
条
×
一
〇
坊
に
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
図
５
）。
こ
れ
に
つ
い
て
、
坊
令
人
数
を
計
算
し
て
み
る
と
、 

 
 

10
×
10
＝
 100
（
総
坊
数
） 

    

100
－
４
＝
96
（
宮
域
を
除
い
た
坊
数
） 

    

96
÷
２
＝
48
（
左
右
京
別
坊
数
） 

    

48
÷
４
＝
12
（
左
右
京
別
坊
令
人
数
） 

（
８
） 

図５ 藤原京条坊プラン推定図 
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と
な
り
、
史
料
１
・
２
の
記
事
と
一
致
す
る
。 

 

ま
た
、
一
坊
の
面
積
＝
一
里
四
方
と
考
え
て
条
坊
道
路
を
復
原
し
て
み

る
と
、
本
薬
師
寺
・
紀
寺
・
大
官
大
寺
等
の
い
ず
れ
も
が
、
条
大
路
に
南

門
を
接
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
一
里

間
隔
の
大
路
を
推
定
復
原
し
た
場
合
で
も
、
各
大
寺
院
の
寺
域
設
定
と
の

間
で
矛
盾
が
生
じ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
点
か
ら
筆
者
は
、
一
〇
条
×
一
〇
坊
と
い
う
藤
原
京
条
坊
プ

ラ
ン
の
復
原
を
提
案
し
た
い
。 

 
 
 

三 

藤
原
京
条
坊
プ
ラ
ン
の
源
流 

 

以
上
の
よ
う
に
藤
原
京
条
坊
プ
ラ
ン
を
推
定
し
て
み
る
と
、
即
座
に
連

想
さ
れ
る
の
は
、『
周
礼
』
に
見
え
る
王
城
プ
ラ
ン
と
の
類
似
性
で
あ
る
。 

 

（
史
料
３
）『
周
礼
』
考
工
記
匠
人
営
国
条
（
抜
粋
） 

    

匠
人
営
国
。
方
九
里
、
旁
三
門
。
国
中
九
経
九
緯
、
経 

九
軌
。 

 
 

左
祖
右
社
。
面
朝
後
市
、
市
朝
一
夫
。 

 

周
王
城
プ
ラ
ン
と
の
相
似
は
、
千
田
氏
が
指
摘
す
る
「
中
央
宮
闕
」
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
市
が
宮
の
北
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
点
や
、
東
西
・

南
北
そ
れ
ぞ
れ
九
本
ず
つ
城
内
道
路
を
設
定
す
る
と
い
う
点
も
一
致
す
る

の
で
あ
る
。
門
の
数
な
ど
は
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
短
い

文
章
と
の
間
で
驚
く
ほ
ど
の
一
致
点
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

問
題
は
「
方
九
里
」
と
の
不
一
致
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

他
の
要
素
と
の
関
係
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
た
い
。 

 

第
一
に
、「
方
九
里
」
で
「
九
経
九
緯
」
を
設
定
し
た
場
合
、
条
（
坊
）

間
距
離
は
〇
・
九
里
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
設
計
・
施
工
は
無

理
で
は
な
い
と
し
て
も
、
採
用
し
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、

藤
原
京
計
画
時
に
既
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
中
ツ
道
・
下
ツ

道
・
横
大
路
な
ど
と
の
間
に
齟
齬
を
き
た
し
て
し
ま
う
。 

 

第
二
に
、「
方
九
里
」
で
一
坊
の
面
積
＝
一
里
四
方
を
設
定
し
た
場
合
、

城
内
道
路
は
東
西
・
南
北
八
本
ず
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、『
周
礼
』

の
「
九
経
九
緯
」
と
矛
盾
す
る
う
え
、
東
西
・
南
北
の
中
軸
線
に
相
当
す

る
道
路
が
条
（
坊
）
間
路
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
、
儀
式
等
に
お

い
て
重
要
な
朱
雀
大
路
の
設
定
で
問
題
が
生
じ
よ
う
。 

  

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
大
路
の
数
や
相
互
距
離
の
設
定
に
整
合
性
が
得
ら

れ
、
ま
た
『
周
礼
』
の
記
事
と
も
近
似
す
る
「
方
十
里
」
が
、
藤
原
京
条

坊
計
画
に
採
用
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
要
す
る
に
、
若
干
の
相
違
は
存
在

す
る
も
の
の
、
基
本
的
に
『
周
礼
』
所
載
の
王
城
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
藤

原
京
条
坊
が
計
画
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
藤
原
京
に
お
い
て
、
何
故
『
周
礼
』
王
城
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
た
計
画
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、

日
本
都
城
の
特
質
に
関
す
る
浅
野
充
氏
の
指
摘
で
あ
る
。
浅
野
氏
は
、
日

本
で
は
、
支
配
層
が
中
華
思
想
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
て
、
新
羅
の
都
を

越
え
た
中
国
と
同
次
元
の
朝
貢
の
都
を
造
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

独
自
の
都
を
造
る
の
で
は
な
く
、
中
国
の
都
を
模
倣
す
る
こ
と
で
し
か
都

城
を
形
成
し
得
な
か
っ
た
、
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。 

 

こ
の
模
倣
に
つ
い
て
、
従
来
は
実
際
に
存
在
す
る
中
国
の
幾
つ
か
の
都

城
を
対
象
に
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
浅
野
氏
の
指
摘
を
踏
ま

え
る
と
、『
周
礼
』
王
城
プ
ラ
ン
が
採
用
さ
れ
た
必
然
性
が
理
解
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
い
て
周
は
理
想
化
さ
れ
た
王
朝
で

（
９
） 
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あ
り
、
そ
の
王
城
プ
ラ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
初
の
中
華
の
都

城
を
実
現
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
藤
原
京
の
計
画
は
大
宝
律
令
の
策
定
・

編
纂
と
並
ん
で
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
長
ら
く
遣
唐

使
が
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
大
宝
二
（
七
〇
二
）
年

派
遣
の
遣
唐
使
の
前
は
、
天
智
八
（
六
六
九
）
年
次
の
も
の
で
あ
り
、
前

後
三
〇
余
年
の
空
白
期
間
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
白
雉
五
（
六
五
四
）

年
の
遣
唐
使
に
参
加
し
た
伊
吉
連
博
徳
が
大
宝
律
令
編
纂
に
関
わ
っ
て
い

る
よ
う
に
、
唐
の
都
城
を
実
見
し
た
人
材
が
払
底
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
七
世
紀
中
頃
の
遣
唐
使
の
問
題
意
識
が
都
城
細
部
の
構
造
、
特
に

実
態
的
な
構
造
に
ま
で
及
ん
で
い
た
か
、
は
な
は
だ
疑
問
と
い
え
よ
う
。 

 

以
上
の
点
か
ら
筆
者
は
、『
周
礼
』
に
見
え
る
い
わ
ば
「
理
想
」
の
プ
ラ

ン
を
採
用
し
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
理
論
の
通
り
に
藤
原
京
を
造
り
上
げ
よ
う

と
し
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
現
実
の
中
国
の
城
郭
都
市
に
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
プ
ラ
ン
を
採
用
し
得
た
の
は
、
最
初
か
ら
模
倣
を
指
向

し
た
日
本
古
代
国
家
の
特
性
ゆ
え
の
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

こ
の
点
に
藤
原
京
条
坊
プ
ラ
ン
の
特
質
と
限
界
性
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。『
周
礼
』
王
城
プ
ラ
ン
は
、
条
文
そ
の
も
の
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
極

め
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
当
初
は
実
現
可
能
と
判
断
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
の
あ
た
り
の
見
通
し
の
甘
さ
が
平
城
京
遷
都
の

要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 

四 

藤
原
京
条
坊
プ
ラ
ン
の
形
成 

  

現
在
の
藤
原
京
研
究
は
、
平
面
プ
ラ
ン
の
復
原
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の

形
成
過
程
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
の
到
達
点
が
仁
藤
敦
史
氏
の
研
究
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
仁

藤
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
稿
で
復
原
・
推
定
し
た
条
坊
プ
ラ

ン
が
、
藤
原
京
の
形
成
過
程
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を

考
察
し
て
み
た
い
。 

 

仁
藤
氏
は
、
都
城
制
の
要
素
た
る
京
職
・
条
坊
・
東
西
市
・
寺
院
・
皇

子
宮
な
ど
を
分
析
し
、
国
家
形
成
の
諸
段
階
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
倭
京

←
新
城
←
新
益
京
←
藤
原
京
と
い
う
日
本
都
城
の
形
成
過
程
を
抽
出
し
た
。

そ
し
て
、
倭
京
は
、
宮
・
宅
・
寺
・
市
な
ど
の
集
合
体
で
あ
り
、
条
坊
が

施
行
さ
れ
て
い
な
い
漠
然
と
し
た
範
囲
の
地
域
で
、
各
種
要
件
が
未
成
熟

な
プ
レ
都
城
制
の
段
階
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
新
城
は
、
条
坊
施
行
を
伴

う
京
域
の
拡
大
が
行
わ
れ
た
が
、
浄
御
原
宮
が
旧
来
の
倭
京
に
存
在
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
自
己
完
結
し
な
い
不
十
分
な
都
城
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
に
対
し
て
新
益
京
は
、
皇
后
宮
・
皇
子
宮
を
含
む
藤
原
宮
を
中

核
と
し
、
宅
地
賜
与
・
京
職
設
置
な
ど
を
伴
っ
た
、
浄
御
原
令
施
行
に
対

応
し
た
都
城
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
宝
令
制
下
の
藤
原
京
と
は
異

な
る
面
も
有
し
て
い
る
。
特
に
平
面
プ
ラ
ン
に
関
し
て
仁
藤
氏
は
、
不
整

形
の
「
拡
大
藤
原
京
域
」
で
構
想
さ
れ
た
ら
し
い
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 
大
宝
令
の
施
行
に
対
応
す
る
藤
原
京
に
つ
い
て
仁
藤
氏
は
、
左
右
京
分

化
・
東
西
市
設
置
を
伴
い
、
京
域
の
再
編
が
行
わ
れ
て
、
岸
説
条
坊
プ
ラ

ン
に
凝
集
化
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
京
域
の
最
終
設

定
を
示
す
の
が
史
料
４
で
あ
る
と
し
た
。 

 

（
史
料
４
）『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
十
一
月
壬
寅
条 

    

始
定
藤
原
宮
地
。
宅
入
宮
中
百
姓
一
千
五
百
五
烟
賜
布
有
差
。 

（
10
）
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そ
れ
で
は
、
本
稿
で
復
原
・
推
定
し
た
条
坊
プ
ラ
ン
は
ど
の
段
階
に
対

応
す
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
基
本
的
に
大
宝
令
制
下
の
藤
原
京
段
階
の

も
の
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
の
よ
う
に
「
坊
令
十
二
人
」
の
制
度

が
岸
説
と
矛
盾
し
、
私
案
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
単
純
に
私
案
が
藤
原
京
の
完
成
形
・
最
終
形
と
は
言
い
切
れ

な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
丘
陵
・
山
地
や
条
坊
未
施
行
部
分
を
含
む

に
も
関
わ
ら
ず
、「
坊
令
十
二
人
」
と
い
う
制
度
が
計
算
上
ぴ
た
り
と
合
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
大
宝
令
施
行
段
階
に
、
条
坊
プ
ラ
ン
に
関
す

る
あ
る
程
度
具
体
的
な
設
計
・
計
画
が
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
の
建
設
・

施
工
は
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、
建
設
の
途
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
お
そ
ら
く
は
、
大
宝
令
の
編
纂
過
程
と
連
動
し
て
京
域
・
条
坊
の
計

画
が
策
定
さ
れ
、大
宝
令
の
施
行
後
も
そ
の
建
設
が
進
行
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
と
も
か
く
も
京
域
の
設
定
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
の
が
、
慶
雲
元
（
七

〇
四
）
年
一
一
月
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

た
だ
、
条
坊
に
つ
い
て
は
完
成
す
る
こ
と
な
く
、
平
城
京
遷
都
に
至
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
岸
説
十
条
大
路
（
私
案
の
南
三
条
大
路
）
以

南
で
条
坊
地
割
が
検
出
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
阿
部
氏
は
、
こ
の
地
域
が
旧
倭
京
部
分
に
当
た
る
た
め
と
い
う

解
釈
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
と
、
新
益
京
段
階
に
お
い
て
従
来
の
皇

子
宮
等
の
存
続
を
認
め
る
と
い
う
形
で
「
宅
地
賜
与
」
が
行
わ
れ
た
と
い

う
仁
藤
氏
の
指
摘
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
旧
倭
京
部
分
に
は
各
宮
・

宅
・
寺
院
が
占
地
し
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
坊
区
画
の
設
定
が
貫
徹

し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。 

 

た
だ
し
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
全
く
条
坊
区
画
が
設
定
さ
れ
な
か
っ

た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
事
実
、
私
案
の
南
四
条
大
路
に
当
た
る
道
路
の

北
側
側
溝
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
朱
雀
大
路
や
南

京
極
の
一
部
も
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

以
上
の
点
か
ら
筆
者
は
、
本
稿
で
復
原
・
推
定
し
た
条
坊
プ
ラ
ン
は
、

大
宝
令
制
下
に
お
け
る
藤
原
京
の
構
想
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
建
設
・
施
行
は
完
成
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
と
考
え
る
。 
  
 
 

    

む
す
び
に
か
え
て 

―
平
城
京
へ
の
遷
都
― 

  

最
後
に
、
本
稿
で
の
復
原
案
を
踏
ま
え
て
、
平
城
京
遷
都
の
要
因
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

第
一
に
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
条
坊
道
路
・
区
画
の
設
定
が
貫
徹
し
き

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
旧
倭
京
部
分
を
解
消
で

き
な
い
ま
ま
平
城
京
遷
都
に
至
っ
た
点
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

丘
陵
・
山
地
を
含
ん
だ
構
想
に
、
そ
も
そ
も
の
無
理
が
あ
っ
た
と
も
い
え

る
。
こ
の
問
題
は
、
条
坊
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宮
・
宅
解
体
や
集
住
・

官
人
化
の
不
徹
底
と
い
う
問
題
に
も
連
動
す
る
。
す
な
わ
ち
、
制
度
と
実

態
の
乖
離
を
克
服
し
き
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
天
皇
権
力
へ
の
一
元

化
や
官
僚
制
の
確
立
を
具
現
化
・
表
象
化
で
き
な
い
と
い
う
、
都
城
と
し

て
の
致
命
的
な
欠
陥
を
藤
原
京
は
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
大
宝
二
年
派
遣
の
遣
唐
使
が
、
自
ら
も
都
城
を
建
設
し
つ
つ

あ
る
と
い
う
経
験
を
積
ん
だ
上
で
、
唐
長
安
城
を
実
見
し
た
こ
と
が
上
げ

ら
れ
よ
う
。「
理
想
」
の
プ
ラ
ン
を
捨
て
去
る
こ
と
は
一
見
不
可
解
な
よ
う

で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
の
理
念
は
模
倣
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
華
の
都
を

（
11
） 

（
12
） 
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模
倣
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
ン
自
体
は
容
易
に
転
換

で
き
る
性
質
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
唐
の
現
実
の
都
城
を
見
た

こ
と
で
、
新
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
都
城
の
建
設
が
急
務
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
平
城
京
遷
都
の
詔
（『
続
日
本

紀
』
和
銅
元
年
二
月
戊
寅
条
）
が
、
隋
大
興
城
造
営
の
詔
（『
隋
書
』
高
祖

本
紀
開
皇
二
年
六
月
丙
申
条
）
を
ほ
ぼ
借
り
て
作
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
く
示
さ
れ
て
い
よ
う
。 

 

第
三
に
、
都
市
環
境
の
悪
化
と
宮
域
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
史
料

５
は
、
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

 

（
史
料
５
）『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
三
月
丁
巳
条
（
抜
粋
） 

 
 

又
如
聞
。
京
城
内
外
、
多
有
穢
臭
。
良
由
所
司
、
不
存
検
察
。
自
今 

 

以
後
、
両
省
五
府
、
並
遣
官
人
及
衛
士
、
厳
加
捉
搦
、
随
事
科
决
。 

 

若
不
合
与
罪
者
、
録
状
上
聞
。 

  

特
に
宮
を
中
央
に
配
す
る
プ
ラ
ン
は
、
用
排
水
の
面
で
決
定
的
な
欠
陥

を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
中
央
の
標
高
が
最
も
高
い
地

形
を
除
い
て
、
ど
の
よ
う
な
地
形
・
傾
斜
で
あ
れ
、
一
部
の
京
域
の
排
水

が
宮
域
な
い
し
そ
の
近
辺
を
流
下
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

藤
原
宮
の
場
合
、
南
面
す
る
京
域
南
部
か
ら
の
排
水
、
時
に
は
糞
尿
や

屍
体
が
流
れ
込
む
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
実
際
的
な
面
は
も
と
よ
り
、

天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で
も
い
か
に
も
都
合
が
悪
か
ろ
う
。 

 

以
上
思
い
つ
く
ま
ま
に
平
城
京
遷
都
の
原
因
を
並
べ
て
み
た
が
、
お
そ

ら
く
は
、
こ
れ
ら
の
点
が
相
ま
っ
て
、
平
城
京
へ
の
遷
都
と
条
坊
制
プ
ラ

ン
の
転
換
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。 

  

最
後
ま
で
推
測
に
推
測
を
重
ね
た
観
が
あ
る
が
、
以
上
が
、
土
橋
遺
跡

の
発
掘
に
啓
発
さ
れ
た
筆
者
の
、
藤
原
京
に
関
す
る
現
段
階
の
試
論
で
あ

る
。
今
後
は
、
私
案
が
成
り
立
ち
得
る
か
常
に
立
ち
帰
り
な
が
ら
、
歴
史

的
・
地
理
的
妥
当
性
を
検
証
し
つ
つ
、
検
討
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。 

 

注 （
１
）
橿
原
市
教
育
委
員
会
（
調
査
担
当
・
竹
田
正
則
氏
）「
土
橋
遺
跡
他
の

発
掘
調
査
・
記
者
発
表
資
料
」
一
九
九
六
年
。
以
下
、
土
橋
遺
跡
の
デ
ー

タ
、
お
よ
び
藤
原
京
条
坊
に
関
す
る
橿
原
市
教
育
委
員
会
の
見
解
は
、
す

べ
て
同
資
料
に
よ
る
。 

（
２
）
岸
俊
男
「
京
域
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
制
」（
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤

原
宮
―
国
道
一
六
五
号
線
バ
イ
パ
ス
に
伴
う
宮
域
調
査
―
』
一
九
六
九

年
）。
同
「
飛
鳥
か
ら
平
城
へ
」『
古
代
の
日
本
』
五
（
近
畿
）、
角
川
書

店
、
一
九
七
〇
年
。
同
「
日
本
都
城
制
総
論
」『
都
城
の
生
態
』（
日
本
の

古
代
５
）
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
、
な
ど
。 

（
３
）
秋
山
日
出
雄
「
藤
原
京
の
京
域
考
―
内
城
と
外
京
の
想
定
―
」『
考
古

学
論
攷
』
四
、
一
九
八
一
年
。
同
「
藤
原
京
と
飛
鳥
京
の
京
域
考
」『
地

理
』
二
五
―
九
、
一
九
八
〇
年
、
な
ど
。 

（
４
）
千
田
稔
『
古
代
日
本
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一

年
、
な
ど
。 

（
５
）
阿
部
義
平
「
新
益
京
に
つ
い
て
」『
千
葉
史
学
』
九
、
一
九
八
六
年
、

な
ど
。 

（
６
）
押
部
佳
周
「
飛
鳥
京
・
新
益
京
」（
直
木
孝
次
郎
先
生
古
希
記
念
会
編

『
古
代
史
論
集
』
上
、
一
九
八
八
年
）。 

（
７
）
木
下
良
「
近
年
に
お
け
る
古
代
道
研
究
の
成
果
と
課
題
」『
人
文
地
理

学
』
四
〇
―
四
、
一
九
八
八
年
、
な
ど
。 

（
13
）
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（
８
）
井
上
和
人
「
古
代
都
城
制
地
割
再
考
」『
研
究
論
集
Ⅶ
』（
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
学
報
第
四
一
冊
）、
一
九
八
四
年
。 

（
９
）
浅
野
充
「
古
代
日
本
・
朝
鮮
に
お
け
る
国
家
形
成
と
都
市
」『
朝
鮮
史

研
究
会
論
文
集
』
三
〇
、
一
九
九
二
年
、
な
ど
。 

（
10
）
仁
藤
敦
史
「
倭
京
か
ら
藤
原
京
へ
―
律
令
国
家
と
都
城
制
―
」『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
四
五
、
一
九
九
二
年
。 

（
11
）
菅
谷
文
則
・
竹
田
正
則
『
日
本
の
古
代
遺
跡
７
・
奈
良
飛
鳥
』
保
育
社
、

一
九
九
四
年
。 

（
12
）
八
木
充
『
古
代
日
本
の
都
』
講
談
社
、
一
九
七
四
年
。
金
子
裕
之
『
木

簡
は
語
る
』（
歴
史
発
掘
12
）
講
談
社
、
一
九
九
六
年
。 

（
13
）
北
村
優
季
「
都
城
―
唐
と
日
本
―
」（
池
田
温
編
『
古
代
を
考
え
る 

唐

と
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
所
収
）
一
九
九
二
年
。 

 

（
付
記
） 本

稿
脱
稿
後
一
九
九
六
年
七
月
、
櫻
井
市
の
上
之
庄
遺
跡
で
、
藤
原

京
東
京
極
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
「
大
路
遺
構
」
が
発
見
さ
れ
た
。
そ

の
位
置
は
、
今
回
推
定
し
た
東
京
極
ラ
イ
ン
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
。 

（
な
か
む
ら
・
た
い
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
国
学
院
大
学
兼
任
講
師
） 


